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児童１人につき５万円
※多児の場合は、児童の数をかけた
金額（例：双子は10万円）　　　

令和５年２月１日以降に出生
した児童を養育する方　　　

子育て応援
ギフト　　

出生届出時に
案内します。

妊婦１人につき５万円令和５年２月１日以降に妊娠
届出をした方　　　　　　　

対象者の内訳 給付額 申請方法

出産応援　
ギフト　　

妊娠届出時に
案内します。

城里町出産・子育て応援給付金のお知らせ
妊婦さん・子育て家庭の皆さまへ

　すべての妊婦さんや子育て家庭が安心して出産・子育てができるよう、面談等を通じてさまざまな相談に
応じるとともに、出産・子育てを応援するための給付金を支給します。
対象者　申請日時点で城里町に住民票があり、令和４年４月１日以降に妊娠届出・出産した方

町立小中学校における２学期制の導入について
令和５年度から２学期制に変わります

　町立小中学校では、令和５年度から２学期制を導入することとしましたのでお知らせします。
２学期制とは　１年間を２つの学期に分ける制度で、名称と期間は次のとおりです。
　前期／４月１日から10月の第２月曜日まで
　後期／10月の第２月曜日の翌日から翌年３月31日まで

・年間の授業日数、長期休業日（夏休み等）の日数は、これまでの３学期制と同程度になります。
・始業式、終業式がそれぞれ１回ずつ減り、通知表を渡す回数が年２回になります。
２学期制のメリット
・学期の期間が長くなることで、学校行事等の計画にゆとりが生まれ、特色
　ある教育活動を展開することができます。
・長期休業日の学習が通知表に反映されるので、子どもの学習意欲の継続に
　つながり、長期休業期間を有効に使うことができます。
・７月、12月においても、長期休業日直前までじっくりと授業を行うことが
　でき、学習内容の確実な定着につながります。
２学期制導入にあたって
・お子さんの学習や生活の様子をお伝えする機会を確保するため、個別面談を夏休みの間に実施します。
・単元ごとの自己評価など、短期間の評価（スモールステップ）を大切にすることで、長い期間（ロングスパ
　ン）の学習活動を充実させていきます。
問合せ　教育委員会事務局　☎029－288－7010

令和４年４月１日以降に出生した児童を養育している方…出産応援ギフト（５万円）・子育て応援ギフト（５
　万円）の両方が対象となります。対象の方には通知を送付しています。
令和５年２月１日以前に妊娠届出が済んでいて、これから出産される方…出生届出時に出産応援ギフト（５
　万円）・子育て応援ギフト（５万円）の両方を申請できます。
支給方法　指定の金融機関口座に振り込みます。
申請先・問合せ　健康保険課 健康増進グループ（常北保健福祉センター内）　☎029－240－6550
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出典：総務省の人口移動報告（2022年）

■2022年の人口移動
　にともなう増減
　（転入数ー転出数）

つくば市　＋3,818人
土浦市　　＋1,056人
阿見町　　　＋990人

転入超過 ベスト３

水戸市　　　 －415人
ひたちなか市　－99人
笠間市　　　   －13人
那珂市　　　    ＋１人
大洗町　　 　－324人
茨城町　　　　－79人
城里町　　　　＋44人

県央地区

　先月号のコラムで、城里町が転入超過になっ
ていることを紹介しました。総務省が2022年の
人口移動（外国人を含む）に関する統計調査結果
を公表し、２月８日の茨城新聞で県内市町村の
状況が大きく取り上げられました。
　調査結果によると2022年茨城県全体では、
460人の転入超過でした。転入超過のトップは、
つくば市の3,818人で、鉄道や高速道路が通る
県南自治体の転入超過が目立ちました。これら
の地域では、転入してくる若いファミリー向け
の宅地開発も活発に行われています。
　県央地区（水戸市と隣接市町）に目を移すと、
城里町と那珂市が転入超過となっており、若い
ファミリーに選ばれていることがわかります。
城里町は２年連続の転入超過ですが、那珂市は

５年連続です。那珂市においては、上菅谷駅付
近での宅地・住宅の販売が好調なのが転入超過
を支えているようです。子育て支援に加えて、
環境や価格の面で魅力的な宅地の供給を増やし
ていくことが、城里町が今後も転入超過を維持
していくカギになると考えています。

　町のお財布事情など、町長が
町民の皆さまへお伝えしたいこ
とを掲載していきます。

統計調査員を募集しています
統計調査員として活躍してみませんか？

受験資格
①男性・女性警察官Ａ（一般）　昭和63年４月２日
　以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短
　期大学を除く）を卒業した人、もしくは令和６年
　３月31日までに卒業見込みの人、または人事委
　員会がこれと同等と認める人。
②男性・女性警察官Ａ（職務経験）　①の受験資格
　に該当し、かつ民間企業、団体、国・地方公共
　団体における職務経験を５年以上有する人。
③男性・女性警察官Ｂ（一般）　昭和63年４月２日
　から平成17年４月１日までに生まれた人で、①
　の受験資格（学歴区分）に該当しない人（令和６年
　３月31日までに高等学校を卒業見込みの人を除
　く）。
④男性・女性警察官Ｂ（職務経験）　③の受験資格
　に該当し、かつ民間企業、団体、国・地方公共
　団体における職務経験を５年以上有する人。
応募方法　ホームページから行ってください。
応募期限　４月７日（金）　午後５時まで
第一次試験日　５月14日（日）
試験案内の配布　笠間警察署、城里地区交番および
　町内の各駐在所で配布しています。
問合せ　採用フリーダイヤル　☎0120－314－058
　　　　笠間警察署警務課　☎0296－73－0110

　町では、各種基幹統計調査に従事していただけ
る統計調査員を随時募集しています。
　統計は、さまざまなところで広く利用され、政
策の方向性にも影響を与える大変重要な役割を担
っています。
登録統計調査員とは？
　統計調査員は、統計法に基づき国が実施する「基
幹統計調査」を、国や県から任命される非常勤の公
務員として、その調査に従事します。
　統計調査員には、労働の対価として報酬が支払
われます。
応募要件　次の要件をすべて満たす方
・統計調査に対して責任を持って遂行できる方
・秘密の保護に関し信頼のおける方
・税務、警察および選挙に直接関係のない方
・登録時の年齢が満20歳以上の方
・その他、調査活動に支障がない方
調査員の登録について
　統計調査員として活動するためには、事前に登
録が必要となります。登録を希望される方は、ま
ちづくり戦略課までご連絡ください。登録に際し、
20分程度の面談を行い、業務内容や手続きなどの
説明を行います。
応募先・問合せ
　まちづくり戦略課　☎029－288－3111（内線229）

茨城県警察官募集中
茨城県警察官採用試験（第１回）
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